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米国の ユ ネスコ脱退で考える

斉 藤 鎮 男 （汁山学院大学）

米凶がユネスコ脱.iIJを予告したとき， わたくしはつい

に米るものが来たと思った。ユネスコの前科ー犯に対す

る分担金支払中止というがJlffがあるとともあるが， 米同

のflil.i!l!における地位がその問辿外におりる力関係と＠HJ]

IC絡gーがつき過ぎたため． 米国の フラストレーションの

深まりがみられるからである。ユネスコ脱.if!はその象徴

的議発という感じさえする。

米同のかような凶.i!l!システムIC対する対決が高まって

ゆくと米国と国主11との衝突という乙とが懸念されるが，

今11までの両者聞の関係を検討してみても． 米国が国迎

のff.：｛£そのものを拘かそうという立場はとっていないの

に気づく。国際政治lζ対する米国の責任の臼党がそうさ

せているのだろう。それはら， ユネス コであっても脱退

というのは行き過ぎではないかという批判が起るのは当

然だろう。

ζの辺のtJJWを解くのに役立つ米国国l1l!史のlζまが
ある。極めて示唆IC＇＆：＼むエピソ－·rなので紹介しておき

たい。

それは1974, 5 年にかけて米国連大使を務めたモイニ
ハンPatrick Moynihan大使の国連外交観である。モ
イニハンICよれば， 開発途上国の外交官は新しい国ぐに

の外交官であるため． 新しい外交様式であるマルチ外交
（函連外交） IL11'1れている。それiζひきかえ米国の外交

官はマルチ外交を�］らない． と述懐している。われわれ

の受けてきた印象では， モイニハン大伎はマルチ外うどそ

のものに批判的だと思っていたが， 乙の述懐に関する限

り．彼はマルチ外交を受け入れ． その主張を前提として
いるのに気づく。

と乙ろが問題は， 彼の7）レチ外交観なるものが， 現イE

におけるマルチ外交における米国の実勢を断まえ， 少数

派としての立幼を強化して国の実力相応の発言績をもた

ねばならぬというととろに発している乙とにある。彼は

いう。国連でのm諜交渉を補完するため， 関係国の首府

において得票工作を行い． 要すれば経済俊助をも利用す
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る。Ill先の公館長の成紛も米国にとって重要な決議案に
ついて反対を楽織に変え， 棄権を賛成IC転ぜしめるζと

に功績があったかどうかを重視すべきである， というの

である。乙の蔚の外交交渉はマルチ外交ではないかも知
れないし． あるいは7ルチとパイの縫合方式ともいうべ
きものかも知れない。しかしそういう交渉・工作ζそ米
国の追求すべきマルチ外交であり， 米関の外交官はそれ

を知らはい．やっていない， とする。現に彼は乙の乙と
を上百lのフォード大統領． キッシンジャー国務長官IC意

見具申しており， 他方で自分の代ぷ部の部下ILは仕事の

乙とは何も相談をしはかったようである。

結局， 彼は途上国の総反発を受け． 国務省の中からも非

難のp.1が日まり， .｛£職 8 カ月で6�任するが， そういう7
Jレチ外交鋭が米国IL存在している乙とに注目すべきだと
思う。

現レーガン政織は， 演出者としてカークパトリック大

使， 影武者として ニ ューウエル前国務次官補を焼し， 強

硬外交を推進してきており， ζれまでのとζろ奏効して

いるようにみえる。そして同政権の外交政策が， 国際機

関内において不利は幼合は， パイの外交を活用する復合

外交である点において， モイニハンを踏捜するものであ

る乙とは間逃いなL、。 「強硬」 外交といわれるが， それ

は弱化した国辿における立場を補うための「強硬J であ

るからである。
米国はユネスコ脱退IC当り， -ID!々のユネスコ批判を行

っているが． 綜合すると， ユネスコの政治化， 少数派グ

Jレープlζ対する配邸の欠如， 自由制度IL対する攻懲の三

つに射するといえる。予算の無制限の膨磁， ミスマネジ

メントもゆげられているが， それらは重要ではあるか宵I

記三つほど越本的ではない。もしがj紀三つの問題点につ

き改善の証左がみられれば米国のユネスコ復帰はありえ
はいζとでははいと思う。しかし， そうならはければそ

の聞は1iii述のモイニハン方式によるマルチ外交を進めて
ゆくのであろう。

I 19851Ftk季研究大会の仰せ ！ 
＜共通論題＞占領の比較研究 l 

1 8時：10月19日（土） . 20日（日） ！
L 会場：金 沢 大 学

国際政治と倫理　国家行動の倫理的制約　国際政治学会-1985.07.00



春季研究大会概況

共通論題I「国際政治と倫理（A) : 

国家行動の倫理的制約j

今大会のハイライトであった乙のセッションは． 安縦

十介教俊 （非会口） の報告f同�行動と国際法j および

if:1坂距必会貝の報告 「同家.£11!性の現代的怠ぷJ ICたいし
て． デ ィスカ ッサントは関'tr.th会日であった。

安藤会貝は， キューパ危織． ア フガニスタン’JJ件． λ；

紡航空機·tJ件などの・Ji例ICJlJIし， 国家の具体的は行動決

定IC おいて国際法かどの程度巧•k!.t.されているかを翁じ．

同友行動の規制fCJ.i,!たし1！｝る同際法の役割lの限界を指嫡

した。乙の限界を.is·＠せずに国際法の実効性を強調する

ζとには問題があるとしはがらも， 国際法はやはり同友

行!FJJを規則する伶Pl!的意味をもっているとの給品を縦示

した。

向 坂会員は， l司際凶係のambiguityという観点から

外交と倫理の関係を問いただした。 「秩序Jと「正義j の

関係を取り上げ， 両省の妥協的解決という歴史上の諸’Ji

突を示したのちに．現代社会において 「正袋lが「秩序J

化されることの恐ろしさ・非倫即位を借倒した。 さらlζ

倣 」:f:？.＊の Ill現 ， 行為主体fl]]ICイf..<£ する 「 プJ のLtl， 「 椴I！良 J

とrufEJ 倫理のぷ舷定といった今日の国際社会におけ

るprudenceの燥しさを論じた。

乙れにたいして閲会員は． 手利学の立幼から「秩序J

のあり方を線本的ICllJJうべきだと強調し， 現代の絞河川I

戦略のもとで同家か倫理的に問われていると力説した。

安藤教授の客観的江分析．日 坂会員の歴史的洞察， 開

会日の熱弁といずれも印象深かったが， 例ICよってフロ

アの参加者との討品の時rmが少はかったととが惜しまれ

た。 （中嶋級雄記）

共通論題I「国際政治と倫理（B) : 

強権国家と人権J

共通信命題Iでは． ラ米＇ .!RI有アジア， 中＊の三地紙を
対象iζ3 人の会Uによる報告があった。

「ラテンアメリカの継威主議体制とカータ一人総外交」

の釆浩子会員は， ラ米占図が先進国資本の導入ICより高

度工業化を目指し， その妨げとはる人民主J発的鈴力を抑

圧してきたのに対し．カータ一人権外交はこの総威主義

体制の機造を不削にして部圧lfiiのみに非維を集中し． 経

済・耳I JJ�愛助のしめつけにより圧力をかけたため， 多く

の国では内政子渉として激しい低抗を受け． アメリカ縫

れに拍·1�をかける給処を招いたζとを指摘し， 泊J定外交

をブ］で�刻する乙との矛盾を先進同側もよく)5•・えてみる

必要があるζとを示唆した。

「インドネシアの開発と人権jの木村宏恒会員は． ス

ハルト政継Fでのインドネシアの開発が周防治安対策と

しての経済il!J交の性絡をもち， 可｛の政治・経済・ 社会向
躯への支配的以透をm誌に行われてきたため． 比絞的ノに

きな開発の成果にもかかわらず． インドネシア社会1ζ碍

々の問題を悲起してきたとし， 人材11抑圧l而ではとくに牧
多くの問題が生じているが． インドネシアのように官僚

制支配が舷立している所では， 人総問題で－も政治エリー

トの説得がとりわけifi�fJ鍵となる乙とを指備した。

「アラブ社会主設の強権国家」 のl飽品正総会日は， ，z

人によるクーデターで保守体制を倒し． 国民の政府批判

を拒絶しつつ， 政府の力で経済的・社会的近代化を急速

に推進しようとしてきたアラブ社会主，� ：者同を比鮫政治
学的見地から分析するζとを試み． ヒツレニライデンによ

る中東諸国の政治体制分額IC始まり． アプターの動員・本

系モデル． バールムッターの衛兵国家モデル， トリム.＂

ーガーの官僚的総威主J受国家モデルを紹介． さらにモデ

ル改良の新しい方向について議論をj反聞した。

いわゆる「強続同友J についての研究はまだ始ったま

かり である。 その起源・ 性格・ 7長級�について ， 乙 れか

ら更IC幅広い実態而と比絞政治的手法f,Lj函からの研究が

展開される必要がある乙とを痛感した。

（共i函命題l(B） 司会者・総本三郎，；［！

共通論題H「核と東西ヨーロッパ」

「山本武彦会日」は．過去数年来米ソI荷凪の新型戦峨妓兵

器の実践配備を契機として， 米ソIHJの核戦略関係が不安

定化したばかりでなく ， NATO 防iJW,Z内部で． 米国と西
欧諸国との聞に!fi.L僚が生じたが， それがレーガンの獄略

防衛m:t!! CS DI） 推進によって－JM深刻化した経絡を，

主として米欧陪iの戦略的“de-coupling”の問題（米大

陸の型織化 欧州の凡殺し）を通して手際よく分析した。

乙れに対して「伊藤与之会口Jは．ワルシャワ条約機綜が

第一議的に体制維持のためのものであって国家安全保障
のシステムではむい． という逆説の中で． 近年西側ても
問題lとされている欧州戦岐における級戦争のぬ 里I!的 百l能

性の地大が， 点欧J省国をして． 絞戦争lζ巻き込まれt·い

ための安全保障システムの必要性を向1！させ始めてtる

状況を分析し， ソ.iillの圧力lζよって機折したホーネッカ
ー東独国�.w議会議長の西独訪問.H回が． そのぷ裂であ

った乙とを説得的IC指織した。
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＊西両陣営の内部で， それぞれ理由は巡っているが．

4車問題が同盟の結束を似ほからゆさぶっているという分

析において両報告者・の翁旨はうまく噛み合っていた。 さ

らに絞問題にからむ.Jt欧必同の独自の立場と政策IC言及

したディスカッサント ＜n瀬 宏会員） は， 会幼からの

活発は質問とともに， 。季研究大会の必後を大いに実り

あるものとした。

(J長i凪占命題H司会者・鍬1!1道雄記）

特別講演：マリウス ・ B ・ ジャンセン

「明治日本とその遺産」

（通訳・三給公忠会貝〉

ジャンセン教綬 （プリンストン大学）は， 坂本飽馬， 孫

文と 日本， 宮崎稲天とfl tf 1関係そして 日本の近代化ICか

んしてζれまで重要は切防ピを発表してきた米同点アジア

研究の代表的は碩学だが. (Z;J教綬は乙の特別illltiliiのなか

大戦を通じて強）J fJ.鍛争相手とはった 日本を響戒しはじ

めた。 日本はある意味で自分のおかれた開際環績の申し

子であったのかもしれはb、。 無血やりその小K¥Pし込ま

れ． 成功すると叩かれはしたけれども． そうしたはかでー

日本は， 欧米諸問が受け入れざるをえないような悶造り

をしたのである。

現代の日本社会にとって明治臼本の.ift�はどのようむ

窓袋をもつのであろうか。その点についてとれまでは非

常IC暖昧にしかJ＃られて乙なかったし． 天五l制とシンボ
Jレの役割についてもはっきりとした解答はIll8れていは

い。 だが象徴としての天皇は． 明治の急速は変動IC正統

性を与え， その行動は地方の派閥集団が国民(f.JfJ.望まし

い政権へと変化するのを助けた。 明治の寡頭政治は大衆

を政治過程IC怠加させようとする－Jjで， 乙れを葱制し
ようとした。

また， 欧米K比して劣らはいという噂敏の念を育くみ
つつも， 大衆に疑いの自を向けつづけたという逆説が存
在する。明治の日本はその急速征中央m俗化が地方の多
織性を圧殺し， 日本の価値観を外国lζ仰しつける無分別

で， 明治の 日本とその遺産を． 世界史にとっての意義， さを生んだりしたという代償をも支払ったが． その正と

国際関係にとっての怠み． 現代口本iζとっての意義とい 負の.ift産をどう評価すべきかというA点自体が世界政治

った3 つの側面から検討した。 以下は， その契約である。 の巨大な変化のうねりのなかで変わってきているといわ

日本は世界史のなかで 「発泌指向型国家」 （カリノオ
ノレニア大学パークレー校のチャJV?ーズ・ジョンソン教綬

の規定） と称するととのできる級初の国家である。 明治

時代lζ日本は政治・社会の金坂にわたって大きな変化を

遂げた。 当時の 日本は外l吋から俊助を得られはかったが，

それはむしろ日本IC有利に働いたともいえる。つまり日

本は， 臼図を独力で開発する泊を選び， 世界的な同盟体

制IC脅くの間組み込まれずに済んだからである。 自らの

計画を進めえたのに加えて． 海外から干渉8れなかった

のはま乙とに幸巡であった。ま た， 不平等条約さえも日

本K幸いしたとさえいえる。ζうして明治以米の日本の

発展形態は， 世界史のはかで過去K類例のはい商期的は

ものだったのである。 だからといって今I!！＊己の発展途上

国IC 日本モデルを単純IC当てはめるわけ陀はいかはし、。
明治則の日本は幼少期にあったが， それが突然lliJ際体

系のなかに組み込まれたのである。 明治政府の指持者連

は欧米からの圧力lとたいして． 国際法によって采りきる

ようは楽観的は政策をとらず． 欧米iζ劣らぬ強同になる
ととによって克服しようとした。 そしてアジアの必国と

距際をおき． 欧米K倣う路線を歩んだのである。 日本は

有能な学生として力をつけてゆき， 日露戦争で勝利し，

他の他民地縮問の民族自決の巡動の契機になるとともに，
一方で’問鮮半品の支配Ir).!えんだ。 乙の頃まで欧米諸凪は

日本の成功を好意的IC凡ていたが． そのうちに 第一次位界

ざるをえない。

（ニューズレター受口会記）

学会活動報告

(1985年2月～5月）

2月21 日 U本ツ：術会議会貝候補行（本学会関係） /j'(f定

2月23 日 日本学術会議1ζ上記候総省および推目立人を届

tll 

2月25 日 3 0 周年£念事業実行委貝会開催
3月7口 懇談会開催（於如水会ft((’L講師：浦野起央

会員「現下のアフリカのti'/勢についてJ. 企

業側111/.W I：名

3月29 日 会.. t·�／f実施

4月26日 3 0 周年紀念事業実行委日会開催
5月14臼 第13Jl1l学術会議会日のiiiWIC係るfflU.l!J人会議

開催

5月1 7 日 照’JI会および巡営委u会開催 （於上智大学）

5月18～19 ロ イト季大会開催， 大会出席者約 400名， 懇

籾会159名

5月1 8 日 総会 ． 制 策委員会開｛ltl

5月19 日 巡営委口会， ：！？評小委日会開催
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編集委員会だより

編集副主任 ・ 黒柳米司

先どろ桁航大学で関｛花されたイ手季研究大会IC際して，

機関誌rFlil際政治』第79号・ f fl本・ カナダ｜刻係の史的展

開J（編集立任者 ・原口邦紘会μ） を配布いたしました。

『ニューズレター』前サで刊行予定自について一部課

£がありましたので， お花びして以下のように訂正いた

します。

第80サ 「現代の市縮問題｜ （制!I-!ぷ任者・木村修三会口）．

1985年9fl刊行予定；

第81号「ソ迎閥諸国の内政と外交J （同伊＊＇孝之会員），

1986年I J1刊行予定；
第82号 「｜世界システムJ <f,;Hfir l学会員）， 1986�1'5月

刊行予定，

第83号 「科学技術と国際政治.J （岡山本武彦会i..l.).

1986年9月刊行予定；
第84号「＊南アジアの民族と同家J （同阿部ii味会員），

1987年 1 ) J 刊行予定。

乙れ以降の予定は， とりあえず， 第85号・で J i. r’ ih1t郎氏今

会員が[I本外交の， 第86号でITI.Iヒ亮介会目がP�.�の．第

87号で平野健一郎会員がイ・ンューの分野で特集企耐を立

てる乙ととはりました。

機関誌84号「東南ア ジアの民族と国家』

（仮題）原稿募集について

近年発l必途上同におけるflil民間家の形成およびその越

鍍たるIKJ民統合をめぐって． さまざまは議識があり． 特

Ir.東南アジアIr.閲してはかはり）�本的な問泌総起がな§
れつつあります。他}j， 同際政治研究Ir.おいては． 相互
依存とグローパリズムの進行Iとともなって， 阿国刻家の

比重の低下が占命じられ， また． 既存の国民同友が分解す

る気配もあらわれております。乙のようなはかで， エス
ニ7クtr.多織は＊南アジアにおける民族 （乙のt結合． エ

スニシィティ． 人種， ネーション7f,多くの滋味が合まれ

る）とlliJ：友形成について. Pl!”命的tr.も実狂的にも手堅い
治文集をIllしたいと思っております。

会口.／Hl白Iiの乙’応募をお待ちいたしますが．特Ir.マレ

ーシ7， タイ． フィリビンについて執事してドさるIiを

歓迎いたします 原稿枚数はがJ50枚． しめきりは86fF- 7 

月末です。 とお守！の方は．日命凶と要旨 （構忽！で給制です）

を85年9 J1ぶまでに． 下山までおけlしIllいただきたいと

思います。
郵便孫�｝ 1 51 東京郎渋谷氏西原I - 3 - I 

岡部ii昧 TEL 03- 466-0957 

学会30周年記念懸賞論文募集要綱

記念出版準備小委員会

主任 木 戸 議

I l本l司際政治学会は， 来たる198611＇＇ζ創立3 0周年を迎
える乙とにはり， それぞ記念するいくつかの·JJ�慢を.. t [ilij 
しております。そのうちのーっとして． 機関誌『国広政
治』の定期刊行分とは別途IC, 「国際政治』特別記2りー
を先行する乙とにはりました。特別記念守の内容は・部
lζ分かれ．第一部は「LI 4>；の平和と1':会j （仮題）とい
っテー？で， そのテーマにもっとも適した会員3,4人IC
智子裕をお願いし， 第二部はテー7をいっさい限定せ言，
戦後生まれの若い会日から独創j的俗研究ぬ文を蒜ります。
なお． ζ の号lζは過去の学会活動の記録や，『国際政治』
の総rI次をも1811武し． 記念、号lζふ8わしいものにする予
定です。

日米経iti関係や日ソ関係修復など， 日本をめぐる同疎
開係は多難であり， 初忽1プ］と洞察力をもってわが国の宇
和や安全の問題を凡透す乙とがなによりも求められてい
る， というのが第一郎のテー？を選定した組由です。し
かし， 第二部は， 若手会日かどなたでも応募できること
をif（視し. j命題は自由とします。理�. IM史． 地場， ト
ビック等どんな分野のどんなテーマでも結納ですので．
ぜひ多数の寄稿をお願いいたします。応募要領は以ドi/.)
i泊りです。

I. �文テーマ：自由

2. 応募資格：1945年 8月 1 5 日以降出生の会員

3. 枚数：400字詰め50枚以内（注を合む）

.i. "nrs：すべて縦、·�きとする。注は本文Aミ尼Ir.まとめ

る。最後tr.活組内』ζ氏名のひらがなん紀と所属をJ己

入する。見出しゃ注J己の技術的な耐について小委l
会で統ーを図るととがある。

5. レジュメ：800字1ji/後の論文袈行を”命文とともにl品

Illするζと。
6. 期限：1986年3刀31 n ＜消印有効）

7得:ft：第一次， 第て次の審査を行い． 応募状況や痔

tiの綬要は． ニューズ・レターで発.».する。

8. 吋�.命文：審1ilζより3 本をめどに優秀翁文をよ必,,J.

I�優秀論文l本とLil作翁文 2 本を.».彩する。該当者

文かはいとともありうる。長IJrtとして． 研究奨励tl

を以優秀論文tr.30万円． 佳作議文 2 本にそれぞれ10

)j円を贈呈する。
9. u;i稿送付先および！日I�、合わせ先：

〒1 05 東京都港沢氏／門lー 2 - 6 71＇／＊ピル

日本国際問題研究所気付 烈柳米 司
T E L  03- 501-3277 
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研究分科会の近況

ソ連 ・ 東欧分科会

林 忠 行（広島大学）

当分科会は昨年．の秋以降． 次の研究会を聞いた。

1 984仔－ 1 0 月 27口上野俊彦「ソ速における『国家的

TI盟のfl］�』（行政学） についてJ

12 月8 日 池本修一 「チェコスログァキアの
労働:fj，野ぷ会迎＠）Jについて. 1968一 1969年J

1985 年 5刀19円 坂n資自I�「最近のソ連の第三世界

�：設の傾向1についてl

平和研 究分科会

岡本三夫（四国学院大学）

予定報告省のアラン・ジョクセ氏の来日が延期にはっ

たため， 閲覧治会μ（点大） が 「日本海はミシガンj加と

なりうるか 平和研究の観点からJ という題で報告。

Ee近「右11干［）の紛Jで低訪したシベリア． 平媛， 北京IC

おける極点W"1の変化と同行した約 40 0名の日本人の対

社会主袋諸問 IC 関する�織の分析に焦点が当てられ．

ロノドぬ沿伴諸国を結ぶ環状鉄道の鐙設によって日本海は

ミシガン湖並みの平和俗非軍事地得IC江るだろうという

雄大江椀忽！が彼録された。 乙れに先立つ 「平和研究と高

等教育J （岡本三夫・四同学院大）という報告では戦争 ，

t相次. JJ;l�覚般地という三つの暴力が研究と教育のテーマ

であり， 乙れlζ対する共生symbiosis の原理による文

明wm築の必�1'！：が示された。

平和］研究はpossibilismの展開という面を持っている

ので． 若い会μの大但fJ.試A命，．熟年会員のgrand des­

ign fJ.ど． 大いに歓迎いたします。

隣接学会大会開催予定
ロ本政治学会

1985年度大会 10月 5 日〈上）. 6 日（臼）東京大学

共.ii!J�命題l I) 「地峨研究J と政治学
(II) 政治過度と議会の機能

国際法学会大会 10月12臼（土）. 13 日（日）神戸大学

アジア政経学会
会国大会 I l月 16n ＜土）. 17日（白）琉球大学

国際経済学会大会10月26日（土）. 27日（日） 明治大学

共通副命題 f戦後40年・世界経済の締造変化と

反笠J

日本司王拘学会

秋季大会 II月 9 日（土）. JO日（日） 中京大学

論M 「開発． 人総． 多加一 新しい平拘を
求めてJ （仮題）

研究機関・研究プロジェク卜紹介

アフリカ総合研究プロジェクト

吉田昌夫
（アジア経済研究所・非会貝）

アジア経済研究所は， 1 960 年以来アフリカIC関して政

治．経済．社会， 俊史の分野』Eまたがる研究を続けてき

た。研究の方法としては ， 主査のもとに数名の委JJ.より

成る研究委u会を組織し， 共同研究をおζなって成果を

刊行するというj診をとり．同年より始まる 2 年研究「ア

フリカのナショナリズムの発展」 （主査． 宍戸寛氏）がそ

の最初jのものであった。

その後． 研究委品会を組んでとり上げたテーマは， 「ア

フリカ諸凶における経済自立J， 「アフリカナイゼーショ

ンの怠味と現実J， 「アフリカ値民地化と土地・労働問題」

「アフリカ他民地における資本と労働」，「アフリカの段

業とよ地保有J .「アフリカの食温問題と段民j，「現代南

部アフリカの経済情造j， 「70年代南部アフリカの政治・

経務変動J. 「フロントライン諸国と南部アフリカ解欽J,

「ロメ体制と商アフリカの経済統合J ，「中間技術の形成

基盤と経済自立化j fJ.どであった。

しかしアジア経済研究所の研究活動の主流は． 研究所

名が示すようにアジアを対象とするもので， アフリカ，

中南米， ＊欧などを対象とする研究は． 研究所の活動全

体の中では比沼が低〈． 時には「アジ研ではアフリカ研

究もやっているのかJ という言楽を浴びせられる乙とも

あった。

今年度よりアフリカ総合研究事業という別枠の事業予
算が付き ， 新たに三年計画の 「1980年代アフリカの経済

危機と発展の諸問題」 という研究主題を持った研究プロ

ジェクトを発足させる乙とになった。乙のプロジェクト

は， アフリカの中でも， とくにサハラ以南のアフリカ諸

国がull節している経済危機の構造を， インターディシプ

リナリーは研究ICより総合的に究明し． 危機をもたらし

ている悶内的， 国際的要因を分析する乙と， およびアフ
リカ諸問がどのような方策でとの危機を克服し， 発展し

ようとしているかを検討するζとを通じ， 国際的は相

互協力のあり方を考える乙とを目的としている。

アフリカには現:tl:SJの独立国が存在するが， ζの多機

でしかもある面では共通性も多いアフリカ諸国のかかえ

る発展の必問題を解明するのは， 決して容易fJ.乙とでは

ない。 そ乙でまず初年度は． ガーナ， コートジポアール．

ナイジエリア， エチオピア， ケニア， タンザニア， ザン

ピアの 7 カ聞を分析対象国としてとり上げ．重点的に研

究をお乙はう乙とになった。
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乙の研究活動のほかに，資料 委員会を組織し，アフリ
カの関係資料の迅速な収集と ， 。誌， 統計データの 編纂
などもおζなう予定である。 収集した資料類は， 研究所

の 図 j'J館で一般閲覧がで きるよう になる。
またアフリカにおける現地調査活動を強化し， 国内調

査では得られない情報や資料の収集にあた るとともに，
実態調査を行うととを予定している。 プロジェクトの定
期刊行物として ， 年2回『アフリカ・レポート』を刊行
する準備も進んでいる。

ζのプロジェクトへの初年度の所内参加者は，研究・
資料の両部門で 12名， 所外参加者は 4名と なっている。

新名簿記載事項の訂正

先日配布しました会員名簿の 記載事項I＜：誤まりがあり
ましたので， 下記のように訂正 させて頂きますとともIL'
深くお詑ぴ申し上げます。 事務局長 百瀬 宏

(1) 名簿袋表紙の学会所在地の屯話内線番号は， 409を
467と訂正いたします。

(2）巻末の名誉会員・役員名簿 中， 平和研究分科会の立
任者名は岡本三夫会員K，また角南治彦 会員は，対外交
流委員会の所属とありますのを ， 会計の所属に訂正い
たします。

(3) 53ページの三十周年記念事業実行 委員会のリストは，

計画立案過程のものを誤まって縄げましたもので1ニ
ューズレター』第31号（1985年4月号） 4ページIL掲

載のものが正しいリストです。
(4）会員の個人別記載につきましては，誤 記および名簿

原稿入校後の住所変更を含め， 下記のように訂正をお
願い申し上げます（なお ， 紙面の関係もあり ， 乙れ 以
後の会員住所変更は，『ニューズレターJILは逐一掲載

しませんので ， ご了承下さいますよう〉。

永井陽之助東京工業大学 →背山学院大学 ，寺地功次東
京大学大学院 干151渋谷区宮ケ谷 2 - JS-5 綴アパ
ート202号 03( 485) 96 JO， 曽我英雄 三重大学 〒

514禅市鳥居町191-2合同宿舎烏居住宅2 -42( 059 
2) 26ー7032. 辻段治 〒569 大阪府高槻市須賀町12

- 3 ， 鮫垣哲史 〒151渋谷区上原3 -38-l -104, 
念頭甫明 〒731-01広島市安佐南区祇悶5-37一1
広品経済大学内， 真鍋一 千177練馬区日土見台2-

4 - 3 03 ( 998 ) 977 l ' 恩田徹 京都府立塔南高等
学校 〒6 JO-Jl京都市西京区大枝北福西町4一1ー1
福西公園住宅4-301 075 ( 332 ) 0596 ，細谷正 宏 大
津市日吉 台 J -N W- J ， 丸山直起 〒350 - 07新潟

県→埼玉県，志、烏学修 〒150渋谷区広尾 5-16-4-7
04 （以上）

新入会員（ 5月17日 理 4,JJ会承認）

秋吉祐子（国際情勢研究会）， 荒 哲（東海大学大学院），
飯凹敬布Ii（東京大学大学院）， 奥源造（日本大学）， 川手良
太（日本大学大学院）， 管友彦（防衛研究所）， 北 村喜義
（神戸大学大学院）， 倉沢愛子（痕南大学），高坂品子（慶
応義塾大学大学院）， 小林武治（臼本放送），合国俊弘（日

本大学大学院）， 斉藤剛（防衛研究所）， 酒井章生子（アJア
経済研究所）， 庄司潤一郎（筑波大学大学院），新見幸彦
（外務省外交史料館） , I測線仁日（亜細亜大学大学院），
回線康雄（東京外国語大学大学院）， 高瀬侍郎（拓殖大学），
立花王立（中東経済研究所〉， 問中順子（東梅大学大学院），
田中宏明（亜細亜大学大学院）， 玉木一徳（金沢工業木学
東京総合研究所），復興信（韓国・外交安保研究院）， 命的
弓子 （足立応大学大学院）， 中治啓示， 中村英勝（日本大学），
中山隆志（防衛研究所）， 奈良本英佑， 図的文子（一橋大

学大学院）， 蓮見博昭（時事通信社），原千香子（西ドイツ
銀行）， 林 亮（:t\l){iffi大学大学院），坂野潤治（東京大学），
深谷満雄（防衛研究所），福島康人（防衛研究所λ藤3付言
行（日本大学）， 箕輪成男（国連大学）， 山悶宙子（外 務 省
外交史料館）， 以上 38名（敬称略）

編集後記

紫陽花がきれいに色づいてきました。 五月の春季大会

も無事終ったとζろで， 二つの共通論題の報告と討論，
特別講演の内容を簡単に整理していただきました。新し
い試みの一つです。 司会者や関係者・の方々のお手を煩わ

せるζとになりました。 改めて御礼申しよけ．ます。
（文fl . 毛里）

＜ニューズレター委員会＞
中嶋徹雄（正）， 毛皇和子（高IJ), 字佐美滋，
伊豆見元， 渡辺啓貴， 矢島文絵（編集事務）

1985 年7月10 日発行
日 本 国 際政治 学 会
ニューズレター委口会
〒114 東京都北区 西ケ原4-51ー21

東京外国語大学 中嶋鎮雄 研究室内
Tel. ( 03) 917-611 1田. 32 2 
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